
物
事
を
正
し
く
と
ら
え
よ
う

鈴
木
丑
太
郎

戦
争
を
す
る
国
へ
の

地
な
ら
し
か

政
府
は
防
衛
省
の
設
置
を
決
め
、
教

育
基
本
法
を
改
正
し
、
教
育
の
国
家
統

制

を

図

ろ

う

と

し

て

い

る

が

、

何

た

る

こ
と
か
と
云
い
た
い
。
多
く
を
語
る
ま

で
も
な
く
、
そ
の
ね
ら
い
は
戦
争
す
る

国
へ
の
地
な
ら
し
で
危
険
千
万
で
あ
る
。

私
は
戦
争
の
あ
の
時
代
に
育
て
ら
れ

て
来
た
の
で
、
歴
史
の
足
跡
を
語
ら
ず

に
お
れ
な
く
な
っ
た
。

戦
争
の
中
で
音
‥
っ
て
き
て

昭
和
二
年
七
月
に
生
ま
れ
、
昭
和
の

子
供
と
し
て
、
改
訂
教
科
書
　
（
七
年
改

訂
）
　
に
よ
っ
て
、
教
育
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
世
に
云
う
　
「
サ
イ
タ
　
サ
イ

タ

」

、

「

ス

ス

メ

ス

ス

メ

　

ヘ

イ

タ

イ

ス

ス

メ

、

ヒ

ノ

マ

ル

ノ

ハ

タ

　

バ

ン

ザ

イ

」

と
軍
国
日
本
を
担
っ
て
立
つ
青
少
年
を

育
て
る
教
育
を
受
け
て
育
っ
た
。

二
年
生
の
時
、
二
・
二
六
事
件
が
起

き
、
世
は
大
変
な
時
代
に
な
っ
て
い
た
っ

や
が
て
昭
和
十
二
年
七
月
七
日
に
は
　
北

京
郊
外
で
の
衝
突
か
ら
中
国
と
の
全
面
戦

争
へ
と
突
入
し
、
十
三
年
に
は
国
家
総
動

員
法
が
制
定
さ
れ
、
戦
時
体
制
と
な
り
、

十
五
年
に
は
大
政
翼
賛
会
た
い
せ
い
よ
く
さ

ん
か
い
の
設
立
、
そ
し
て
紀
元
二
千
六
百

年
の
式
典
で
八
紘
一
宇
は
つ
こ
う
い
ち
う
の

神
国
精
神
を
風
靡
ふ
う
ぴ
し
、
戦
争
の
昂

揚
を
図
っ
た
。

私
た
ち
は
こ
の
様
な
中
で
成
長
し
て

来
た
。
そ
し
て
遂
に
十
六
年
十
二
月
八
日

日
米
英
開
戦
と
な
り
、
二
十
年
八
月
十
五

日
ま
で
塗
炭
の
苦
し
み
の
戦
い
と
な
り
、

原
爆
の
試
練
を
へ
て
戦
争
は
終
わ
っ
た
。

戦
後
に
な
っ
て
、
何
の
た
め
の
戦
争
で
あ

っ

た

の

か

検

証

さ

れ

る

こ

と

に

な

っ

た

が
、
あ
ま
り
に
も
甚
大
な
犠
牲
を
強
い
た

戦
争
で
あ
っ
た
。

東
京
大
力
工
鵬
横
も
体
験
し
た

私
も
十
八
年
十
月
二
十
一
日
、
「
学
徒

出
陣
」
を
神
宮
外
苑
に
見
送
り
、
自
ら
も
「
学

徒
動
員
」
　
と
し
て
軍
需
工
場
に
赴
き
、
二
十

年
三
月
十
日
の
東
京
大
空
襲
の
中
を
か
ろ
う

じ
て
生
き
延
び
、
そ
の
後
の
空
襲
に
も
耐
え

て
生
き
延
び
た
。

「
堵
丁
徒
山
］
陣
」
　
で
先
輩
達
は

殆
ど
帰
っ
て
来
な
か
っ
た

十
九
年
に
は
繰
上
徴
兵
検
査
で
、
現
地
で

動
員
さ
れ
、
本
土
決
戦
へ
の
動
員
に
繰
り
入

れ
ら
れ
て
そ
の
苦
難
を
味
わ
っ
た
。
忘
れ
る

こ
と
の
出
来
な
い
の
は
、
あ
ま
た
多
く
の
先

輩
達
が
一
学
徒
出
陣
」
　
と
な
り
、
殆
ど
帰
っ

て
来
な
か
っ
た
。
特
攻
で
散
っ
て
い
っ
た
友

も
い
た
っ

死
ん
だ
者
は
生
き
返
ら
な
い
以
上
、
生
き

残
っ
た
も
の
は
何
を
為
す
べ
き
か
、
い
つ
も

問
わ
れ
て
い
る
。
私
は
未
来
の
た
め
に
過
去

を
語
っ
て
い
る
。
戦
争
を
知
ら
な
い
次
の
世

代
の
方
々
よ
、
古
き
を
尋
ね
て
新
し
き
を
知

る
　
（
温
故
知
新
）
。
二
度
と
戦
争
の
無
き
よ

う
、
過
去
に
学
ん
で
下
さ
い
。
私
も
終
戦
を

へ
て
、
平
和
の
大
切
さ
を
学
び
、
今
を
生
き

て
い
ま
す
。

（
鎗
本
書
ん
は
、
r
九
条
の
会
し
　
会
長
。
∬

町
区
に
ご
在
住
。
▲
亨
年
濱
七
十
九
虚
で
す
）

つ
、
演
不
軍
日
全

○ご存じとは思いますが

慮溝楕事件
の発端とな

年7月7日73

苧空禁岩1名が行方

争
1
9

戦
．

中
件
の郊外の

蓮
順
帥
配

【
口
‖
′

の
な

本兵
．日本軍が中日
これを契機に、
日本軍部は日中裏講と

面戦争に拡大していった）

通称マルコ＝ポーロ橋。北京西方碩鄭
の永定河にかかる橋。

大政翼賛会（日中
戦争の長期化に伴って、
1940年10月、近衛文麿この
えふみまろとその側近によっ

て組織された官
製の国民統制組
織。各政党は解
党してこれに参
加させられた。
総裁は首相、

各都道府県支部
長には知事が就
任した。労働運
動や反戦運動な
どもできない体
制が巧妙に作ら
れていった）

。
る
目
す

と
す
、
化

こ
と
期
当

；藻誠巌の発足
〔’封〇年1哨）

けっ　こ　う　L

八紘－
（「宇」は屋根の

芸琵衰羞宣誓葦
るために用いた標語）

東京大豊強
く1945・昭和20年3月10日

未明に行われたアメリカ軍

票易紬誓チ嘉
失家屋訪万戸、死者約10万
人。特に下町地域は焼け野
原になる）



「

亡
き
兵
ら
九
条
守
れ
と
叫
び
い
る

一
、
寄
せ
る
波
わ
た
つ
み
の
声
に
聞
こ
え
来
る

そ
の
後
に

一
、
終
戦
日
平
和
の
重
さ
粥
え
い
る

一
、
終
戦
日
九
条
守
れ
と
叫
び
い
る

ま
た
夏
が
来
て

一
、
夏
が
来
る
南
か
ら
の
波
押
し
よ
せ
る

甲憲法公布の日

8本村雲ま公ホ妃各紙打竜虎大書

終
戦
日
の
夜
に

一
、
終
戦
日
灯
と
も
せ
る
夜
が
く
る

一
、
終
戦
日
爆
音
消
え
て
灯
が
と
も
る

一
、
終
戦
日
ゲ
ー
ト
ル
ほ
ど
き
よ
く
眠
る

一
、
生
き
て
い
た
そ
の
重
さ
知
る
終
戦
日

一
、
ポ
ツ
ダ
ム
も
知
ら
ぬ
が
ま
ま
に
戦
止
む

二
　
ポ
ツ
ダ
ム
を
後
か
ら
知
り
て
目
が
覚
め

る
闇6割1月3日．宮城前で10万人参虹の祝賀都

t
、
死
ん
だ
夫
よ
み
が
え
り
泣
き
く
ず
れ

一一竃‾毒繭才iEり」、■、hrJ／＼㌢仙〉ノ順即

デモ、：一二ここコ三二三さ亨：てこiiftL

炎
天
下
玉
　
音
聞
け
と
座
ら
さ
れ

民
わ
れ
ら
何
や
あ
る
か
と
集
い
寄
る

炎
天
下
ラ
ジ
オ
が
鳴
り
て
戦
止
む

戦
止
む
途
方
に
く
れ
て
坐
る
人

■■　　　　　　　　　　　　　－　　　・■tニー1【了■11－▲■■■：J
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うか。読んでいただけましたか。
○戦争体革を，．次の世代に語り継ぐ必要があり

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
終
戦
日
当
日
に

厨
鈴
木
丑
太
郎
さ
ん
作
の
俳
句

○上の俳句は、表のページと同じ鈴木さんの作品です。61年前の戦争や戦後を体験され
た方でなければ作れない内容です。終戦の日の開放感を元気に話され、また、1947
（昭和22）年5月3日の新憲法発布の日のことも昨日のことのように覚えておられます。

○前回1寧日の『私の戦争体験』1■早坂吉産さんの満州国での体験も、如何だったでしょ

ます。r九条1ロケ棒
針
寄
1

ち朋
研
器

法
制

い
鳩
掛

」に

詔
鉦

一
山
員
0■

のよ■
り
方掲載したいと思

ま
」

局
が

務
す

事
で

を
構

稿
結

で

原

の

に順次
々の原

もで取き聞

この郵送封筒には次の6種類のものが入っています。
①r九纂7ロケ惨巧手ち」仙13（11月12日号）
②「九象7ロケ惨弓手ち」Mo14（12月1日号）
③「九集7ロケ惨弓手ち」仙15（12月88号）
④r′非獣峯・不戦の業法を費え±せぢい意見広

告2007年5月jBL」の案内プリントです。

O「九条つロケ臍書号」は、「文字が小さく、
ゴチャゴチャして内容が盛りだくさんで読み
にくい」「編集が下手くそ」「まとめてドサ
ッと届いて、とても読む気がしない」「行事
の連絡も遅くてさっぱり分からない」
の仕方をもっと上手に
やればいいのに」など、
きわめて不評です。

来年は会員の皆様に、
快く読んでいただけるよう

張ります。（山崎）

来年の憲法記念日の全国紙に、憲法9条を守ろうと意見広告を出すもので、「はらまち九条
の会」の名でも参加しますが、個人名でも1口2000円で申し込むことができます。

⑤r葉し糾」は、11月3日の「あきいち06九条の会ブース」で市民の皆さんに配ったものです。
稚拙なものですが、反戦や平和に関する言葉などをプリントし、憲法九条にちなんで9種類
を作りました。1枚だけ同封します。残部は、来年2月3日の総会・講演会会場でどうぞl

⑥「Jlポキ」は、r九集7ロケ惇弓手ちJNm14にあるように、「9条や平和への患い」を書い

ていただくものです。ご家族で1枚とさせていただきました。悪しからず。

′値与夏毛

財善書読書磁慧慧慧遠議題
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